(別添様式１)
平成２４年度当初予算　　支出科目　款：民生費　　項：社会福祉費　　目：老人福祉費
	事業名: 認知症疾患医療センター運営事業費（国補）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　健康福祉部　高齢福祉課　介護保険者担当　電話番号：058-272-1111（内2598）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11215@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：39,796千円　（前年度予算額：30,942千円）

	要求内容


	１　要求の内容


高齢化の進展に伴い、今後、認知症高齢者は急速に増加することが見込まれており、
県内の認知症高齢者数も、平成47年（2035年）には、約57千人と現在の約2倍にな
り、高齢者の10人に1人が認知症になると予測され、認知症対策が緊急の課題である。
認知症の対応を適切に行うためには早期診断・治療が重要であることから、平成20
年より国において認知症疾患医療センターの整備が進められている。
認知症疾患医療センターは、認知症を早期発見・早期診断し適切な治療につなげる
ため、認知症疾患に関する鑑別診断、周辺状況と身体合併症に対する急性期治療、専
門医療相談等を実施するとともに、地域保健医療・介護関係者への研修等を行うこと
により、地域における認知症疾患の保健医療水準の向上を図る。
実施主体は県であるため、厚生労働省が定める基準（基幹型・地域型）を満たす医
療機関を指定し、運営を委託する。
〔業務内容〕
　地域型　専門医療相談、認知症の鑑別診断・治療、身体合併症・周辺症状への
急性期対応、関係機関との連携、研修会の開催等
 　　　 基幹型　( 地域型 ＋ 身体合併症や周辺症状への困難事例対応  ＋ 空床確保
＋　地域型センターへの指導　等 ) 
〔設　置〕　地域型は地域での認知症医療の拠点として５圏域ごとに７カ所設置し、
基幹型は県内の認知症医療の中核施設として県内１カ所を設置する。 
	２　所要経費


委託料　39,796千円（基幹型　8,807千円、地域型　4,427千円×7カ所）　

負担区分　国1/2、県1/2
（医療整備課「岐阜県地域医療再生臨時特例基金繰入金」充当）
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり

２　地域医療の体制と医師・看護職員を確保する

　○地域医療連携体制を構築する
	２　これまでの取組状況


　　平成23年5月に認知症疾患医療センター（地域型）を設置し、業務を開始した。
	公益社団法人岐阜病院
	岐阜圏域

	医療法人香風会黒野病院
	岐阜圏域

	医療法人静風会大垣病院
	西濃圏域

	医療法人清仁会のぞみの丘ホスピタル
	中濃圏域

	医療法人春陽会慈恵中央病院
	中濃圏域

	医療法人仁誠会大湫病院
	東濃圏域

	医療法人生仁会須田病院
	飛騨圏域


	３　これまでの取組に対する評価


　　地域における認知症疾患の保健医療水準の向上を図るための体制が整備された。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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